
1．はじめに

BL16B2（サンビームBM）は、BL16XU（サンビームID）

とともに13企業グループ［脚注1］からなる産業用専用ビー

ムライン建設利用共同体（サンビーム共同体）が管理・運

営するビームラインである。1999年10月から各社利用を

開始し、2008年８月には、今後10年間のビームライン利

用に関する契約更新を行い、併せて19素子SSDの導入な

ど、実験装置の大幅な更新・機能アップを行った。また、

BL16B2では大幅な更新後にも、機能アップのための設備

の導入や更新を毎年行うとともに、基盤となる測定技術を

共同で開発している。

2．ビームライン・実験装置の概要

BL16B2の光源は偏向電磁石であり、光学ハッチ内に配

された可変傾斜型二結晶単色器との組み合わせにより、広

い波長範囲のX線が利用可能になっている。光学ハッチ内

には高調波除去・集光用のベントシリンドリカルミラーを

設置している。実験ハッチ内には、光源に近い上流側に大

型実験架台を設置し、下流側にX線回折装置を設置してい

る。大型実験架台は、実験配置の自由度を上げるために表

面を平滑仕上げとし、XAFS測定、X線トポグラフィ、

CTなどの精密X線光学実験を行うことができる。また、

COやNOなどの毒性ガスや、H2やCH4等の可燃性ガスを

BL16B2実験ハッチに安全に供給・排気するための「その

場計測用ガス設備」を備えており、Quick XAFS計測系と

併用することで、触媒などの材料の反応ガス中での変化過

程を時分割で解析することも可能である。一方、X線回折

装置では、高エネルギーX線を用いた回折実験や反射率測

定などへの利用が可能である。

2011年度には、イメージング用の CMOSカメラ

（ORCA-flash28、浜松ホトニクス社製）を新たに導入した。

また、低温XAFS用に大型カプトン窓を持った多試料測

定用の試料ホルダを導入した。ここで、図1はこのCMOS

カメラによるスマートメディアの透過像である。図2は同
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図2　エノコログサの茎のCT像

図1　スマートメディアの配線部分の透過像 図3　低温XAFS用試料ホルダ



カメラによるエノコログサの茎のCT像である。図3は低

温XAFS用の新しい試料ホルダを設置した写真である。

3．利用状況

サンビームではユーザータイムを各社均等に配分してい

る。2011年度は、共同調整作業の時間を除くと、BL16XU

とBL16B2を合わせた各社の利用日数は年間21日であっ

た。図4に2010年度から2011年度におけるBL16XUの利

用対象分野の変化を示す。素材や半導体関係が減少し、逆

に触媒・燃料電池や電池関係が増加しており、環境・エネ

ルギー関連分野の増加傾向が続いている。図5は過去から

2011年までのBL16B2における実験装置別の利用割合を示

している。XAFSが80%以上を占め、残りがX線回折やト

ポグラフとなっている。
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図5　BL16B2実験装置の利用割合の変化
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図4　BL16B2の利用分野



4．成果の紹介

サンビーム共同体は、成果公開の促進という観点から、

2011年に「サンビーム年報・成果集vol.1」［1］を刊行した。

表1はpart.2成果集において報告されているBL16B2関連

の論文リストである。この冊子には2011年に開催された

第11回サンビーム研究発表会の発表資料も掲載されてい

る。PDFファイルはサンビームのホームページhttp://

sunbeam.spring8.or.jp/の「研究成果」からダウンロード

することが可能である。
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